
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年度 香川県職業能力開発審議会議事録 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
日時：令和６年２月１日（木） 

14 時 30 分～15 時 30分 

場所：県庁本館 12 階 大会議室 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１ 会議の日程及び場所 
 日時：令和６年２月１日（木）14 時 30 分～15 時 30 分 

場所：県庁本館 12 階 大会議室 
 
 
２ 出席委員 
〔学識経験者委員〕 
梶島岳夫委員、川崎聡委員、小島隆史委員、西中美和委員 
〔事業主代表委員〕 
石原通代委員、香川英子委員、白井正人委員、奈良茂子委員、古川俊文委員 
〔労働者代表委員〕 
西川真智子委員、増田さつき委員、渡辺康雄委員 

 
以上、香川県職業能力開発審議会委員（以下「委員」という。）15 人中 12 人の出席につき、香

川県職業能力開発審議会条例第５条第２項に定める「委員の２分の１以上」の出席の会議開催要

件を充足した。 
 
 
３ 会長選任 
令和５年７月 30 日付け委員改選後、初の審議会であるため、会長の選任を実施した。なお、会

長の選任については、審議会条例第４条第２項の規定により「学識経験のある者として任命され

た委員のうちから、委員が選挙する。」こととなっている。 
委員から意見を求めたところ、「委員改選前から引き続き、西中委員が適任と考える。」との意

見が出された。 
委員に諮ったところ、異議はなかったため、西中委員が会長に選任された。 
審議会条例第５条第１項に基づき、西中会長が議長席に着き、以後、議長を務めた。 
西中会長が、古川委員及び増田委員を議事録署名人に指名した。 

 
 
４ 議題 
（1）高等技術学校職業訓練実施状況について 
（2）第 11 次香川県職業能力開発計画（数値目標）の進捗状況について 
（3）その他 
 
 
５ 議事録 
議題（1）高等技術学校職業訓練実施状況について 

●議長が「職業訓練の概要」及び「職業訓練の実績」について事務局に説明を指示した。 
 



●事務局が配付資料に基づき説明した。 
 ・職業訓練の概要【資料１-１、１-２、１-３】 
 ・職業訓練の実績【資料２-１、２-２、２-３】 
●議長が、委員に事務局の説明に対する質疑を求めた。 
（委員）特になし 
 
●議長が「職業訓練の見直し」について事務局に説明を指示した。 
●事務局が配付資料に基づき次の２件の内容について説明した。 
 ・住まいリフォーム科と住宅建築施工科の統合について（令和６年度～）【資料３】 
 ・在職者訓練における訓練コースの見直しについて（令和６年度～）  【資料４】 
●議長が、委員に事務局の説明に対する質疑を求めた。 
（委員） 
〇住まいリフォーム科と住宅建築施工科の統合について【資料３】 
新設科の定員 15 名は、既存２科の入校実績と比較すると少ないと感じる。今後訓練実績を積

むなかで、この定員を見直す可能性はあるか。 
（事務局） 

過去３年間の既存２科の入校者の合計は年間平均 33 名であり、半期換算として半分に割る

と概ね 15 名になるため、新設科の定員 15 名は現状の実績に応じた設定としている。今後の受

講状況や応募状況等を踏まえ、受講ニーズの高まりがあれば、定員の見直しについて検討した

いと考えている。 
 
 
議題（2）第 11 次香川県職業能力開発計画（数値目標）の進捗状況について 

●議長が事務局に説明を指示した。 
●事務局が配付資料に基づき次の２件について説明した。 
 ・第 11 次香川県職業能力開発計画の概要【資料５】 
 ・第 11 次職業能力開発計画（数値目標）の進捗状況【資料６】 
●議長が、委員に事務局の説明に対する質疑を求めた。 
（委員） 
〇第 11 次香川県職業能力開発計画の概要【資料５】 
第 11 次計画の基本方針の３番に「技能の振興・継承の促進」があり、その施策として「アビ

リンピックへの参加支援」について記載されている。この『アビリンピック』の香川県大会は、

高齢・障害・求職者雇用支援機構香川支部と香川県が共催で開催しているものであり、本年度

は２月３日（土曜日）に四国職業能力開発大学校にて開催する予定である。当大会は障害のあ

る方が集い、日頃培った技能を発揮する場となっている。県大会が終わると、次は全国大会、

さらにその次はおおむね 4 年に 1 度の世界大会が開催される大規模な大会となっている。香川

県には引き続き取り組んでいただきたい。 
 
 



（委員） 
〇第 11 次香川県職業能力開発計画の概要【資料５】 
計画の基本方針の４番に「関係機関との連携強化」について記載されている。香川職業能力

開発促進センターでは、大きく分けて「施設内で行う訓練」と「民間に委託して行う訓練」の

２つの柱で職業訓練を実施しており、このうち「民間に委託して行う訓練」において、DX 人材、

IT 人材育成の訓練コースの設定が難しいところである。民間教育訓練機関の開拓と育成に関し

て、引き続き香川県と情報交換等により連携をお願いしたい。 
 
 
（委員） 

企業においては人材の確保が困難な時代になっている。このような中で企業側も取組みが必

要である。例えば、高等技術学校では在職者向けの講習を実施しているようであるが、企業に

おいても学生に対するマンツーマン方式の研修を実施するなどの取組みにより、仕事の面白さ

などを伝えることができれば、それが就職に繋がり、早めに人材確保ができ、かつ、即戦力と

して期待できるのではないか。 
新卒採用においては、学生が企業を選ぶ時代になっていると感じる。働く方が主人公である

ということを踏まえ、人材確保について考える必要があるのではないか。 
専門性、ステータス、給料、待遇条件等をアピールしたうえで募集人員を拡大するとともに、

支援制度の導入や会社としてのビジョンの共有により社員のモチベーションを向上させ、社員

が新たに人材を呼び込むような仕組みが確立できれば良いのではないかと考える。 
現在人材確保に苦慮している業界においては、「こういった面白いことができる。」「こんなこ

とにも参加できる。」「こんなビッグな仕事が地元でできる。」といった PR をすることで、変化

が生じるかもしれない。 
そのような努力がもう少し企業にも必要なのかもしれないと考えている。 

（事務局） 
県内企業にとって人手不足は喫緊の課題と考えている。県としては、ワークサポートかがわ

を通じて企業の PR や情報発信に力を入れているが、お話を頂いたとおり企業においても積極

的に PR をしていただき、県と企業で連携しながら取り組んでいきたいと考えている。引き続

きよろしくお願いしたい。 
 
 
（委員） 
〇職業訓練の概要【資料２－１】 及び 職業訓練の実績【資料２－１】 
自動車工学科の定員は現状 25 名であるが、令和６年度から 20 名定員となる旨記載されてい

る。実績を見る限り、技術専門コースの４科の中では入校率が高く、また就職率も悪くない。

このような状況において令和６年度から定員を下げた理由は何か。 
（事務局） 

ご指摘のとおり、自動車工学科は従来から入校者数が多く、また就職率も高い訓練科である

ことの認識はあるものの、自動車業界における先進技術の内容を訓練に取り入れるにあたり、



従来の定員で行うことが難しくなったため、よりコンパクトにした形で実施することとし、定

員を変更したものである。 
（委員） 

先進的な内容をカリキュラムに組み込むうえで定員を削減するのは、設備面に対する対応で

あるか。 
（事務局） 

高度な内容となるため、従来の定員ではきめ細かな指導が難しいため、定員を見直したもの

である。 
 
 
（委員） 
〇住まいリフォーム科と住宅建築施工科の統合について【資料３】 
新設科について、目標とする資格の記載とともに、「資格取得を支援する」との記載がある。

既存の２科における目標資格とその資格取得率実績について教えていただきたい。 
（事務局） 

住まいリフォーム科は「福祉住環境コーディネーター３級」を目標資格としている。 
住宅建築施工科は「インテリアコーディネーター」「３級建築大工技能士」「２級建築施工管

理技士補」「建築ＣＡＤ３級」を目標として訓練を実施している。 
資格取得率については、個別の資格に関する情報を現在持ち合わせておらず、すぐにお答え

することができない。 
（委員） 

例えば、国家資格取得は大きなアピールポイントである。受講希望者にとっては、「実際のと

ころ取得できるのか。」というところが関心の高いポイントであると思われるので、実績を踏ま

えて取得目標資格を示すことができれば良いのではないか。 
 
 
（委員） 

『訓練』という言葉は、「決まったことを言われた通りにやる。」という印象で受け止められ

かねない。「『学び』をしたい」と考えている方に対して、『訓練』という言葉によって押し付け

られる印象になり得る状況がまずいのではないか。 
学生に対しては「学び」という言葉、既に働いている方に対しては「能力開発のための研修」

といった言葉を使うなど、自主的に自身の能力を高めるための機関であると受け取っていただ

けるような言葉を使っていかなければならないのではないか。 
ご検討いただければと思う。 

（事務局） 
国においても「学び直し」の場として、香川県における高等技術学校やポリテクセンター、

ポリテクカレッジ等の施設が念頭にあると思われる。一方で、用語自体は法律との関係もある

ため、直ちに何かを行うことは難しいものの、頂いた貴重な意見について意識しながら高等技

術学校の運営に努めてまいりたい。 



議題（3）その他 
●議長から、県の職業能力開発全般について質疑、意見等を委員に求めた。 
（事務局） 

昨年度の審議会にてお伝えさせていただいた「高等技術学校の愛称設定」について、事務局

からご報告させていただく。 

本年度、高等技術学校の愛称設定に向けて、令和５年４月 21 日から８月 31 日までの間、一

般に公募の方法にて愛称を募集した。その結果、県内外から 310 名の方にご応募頂き、同一作

品を除くと 296 作品が集まった。愛称の選定にあたっては、「香川県立高等技術学校愛称審査会」

を設置し、議論した。結果、『さんテク』が最優秀作品に選ばれた。 

  今後、『さんテク』が多くの方に親しんでいただけるよう、ロゴの作成等も含めて広報活動や

情報発信において広く使用していく予定としている。 

●議長が、委員に事務局の説明に対する質疑を求めた。 
（委員）特になし 
 
●議長から、県の職業能力開発全般について再度質疑、意見等を委員に求めた。 
（委員）特になし 
 
 
 
以上のとおり、質疑・応答がなされ、会議を閉会した。 
 














































